
指導案 1 

 

 第３学年１組 図画工作科学習指導案 

指導者 川崎市立川崎小学校 

鈴木 千尋 

１．題材名  「 クリスタルアニマル 」 Ａ表現 （立体に表す活動） ５時間扱い  

 

２．「つくりだす喜び 感じる楽しさ」につながる授業の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもの反応・思考など 

教師の想定・みとりなど 

 

資質・能力の高まり 
 

感
じ
る 

つくりだす喜び 感じる楽しさ 

 

授業の中で取り組む 

手立てについて 

 

〇試す場を設ける 
○材料の収集について 

○テーマの統一 

○明暗の場をつくる 

○鑑賞時の作品カード 

考
え
る 

子ども 

教師 

 

 

 
 

実態を把握する 

育成を目指す資質・能力 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

〔共通事項〕ア：知  イ：発 

 

学習 

みとり（評価） 

→適切な場面での 

支援・指導 

感
じ
る 

考
え
る 

感
じ
る 

考
え
る 

「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 

生活や社会の中の形や 
色などと豊かに関わる 
資質・能力 

 

  自己肯定感 

自
己
実
現 

どうやって光を

当てたら自分の

クリスタルアニ

マルがよりよく

見えるかな。 

自分では思い

つかなかった

けれど、友達の

表し方も素敵

だな。 
この場所から、

この向きから自

分の作品はぜひ

見てほしい！ 

想像したことからつくりだす喜びを味 

わい、形や色などのよさを感じ取りな 

がら、生活の豊かさに繋げていく。 

・自由な発想を大切に、自分の表し
たいことに自信をもって表現でき
るように資質・能力を育成していき
たい。 

 
目標 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

 

評価規準 
[知識・技能] 知 技 

[思考・判断・表現] 発 鑑 

[主体的に学習に取り組む態度] 

透明な容器や

材料、それぞれ

形がいろいろ

あって、手触り

も違うね。 

主体的・対話的で深い学び（自己決定の連続） 

個別最適な学び 協働的な学び 

友達のよさにも目を向け、自分のよさ

も受け入れてもらえる場ができる。 



指導案 2 

 

３．活動場所  図工室 

 

 

４．題材観 

（１）子どもたちの実態 

 ３年生の子どもたちは、素直で明るく、元気な子どもが多い。何事もチャレンジしようという学年目

標をもとに、進んで取り組むことを意識している。図画工作の授業でも、自分を表現することを楽しみ

ながら取り組めている子どもが多い。一方で、個別の声かけや支援が必要な子どもや、自ら発想を膨ら

ませてつくることに苦手意識をもっている子どももいる。 

 図画工作科「絵の具＋水＋ふで＝いいかんじ！」では、水彩絵の具を活用して、絵の具でできる色や

形の感じを工夫しながら表した。いきなり活動に入るのではなく、２年生までで学習した絵の具使い方

を思い出したり、試しながら活動したりすることで、自信をもってのびのびと自由な発想で表現できる

子どもが多かった。自由な発想を引き出すためにも、試しながら活動できる場を設けることが有効であ

ると感じた。 

 

 

（２）題材と育成を目指す資質・能力 

本題材では、光を通す透明な容器や材料を組み合わせながら、形や色の感じを楽しみながらつくって

ほしいと考えた。自分だけのクリスタルアニマルをつくり出すために、まずは透明な材料と LED ライ

トを使って光の当たり方や見え方を十分に試す時間や場を設けた上でつくる活動に入っていく。光を通

すことによって生まれるよさや美しさに気付き、その美しさを「作品に生かしたい」と思えるような導

入にしたい。また、つくっている途中にも互いに見合える時間を取ることで、自分の作品のよさを知っ

てもらったり、友達の発想のよさや工夫にも気付いたりすることで、見方や考え方を広げていけるよう

にしたい。 

 

 

５．題材の目標 

（１）知識及び技能に関する題材の目標 

○光を通す材料を組み合わせながら、思い付いた生き物を表すときの感覚や行為を通して、形の感じ、

色の感じ、それらの組合せによる感じなどが分かる。（知識） 

 ○ペットボトルなどの透明な材料、化学接着剤を適切に扱うとともに、はさみやペンなどについての

経験を生かし、手や体全体を十分に働かせ、表したいことに合わせて表し方を工夫して表す。（技

能） 

 

（２）思考力、判断力、表現力等に関する題材の目標 

 ○形の感じ、色の感じ、それらの組合せによる感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、透明

な材料を組み合わせて感じたこと、想像したことから、表したいことを見つけ、形や色、材料など

を生かしながら、どのように表すかについて考える。（発想や構想に関する資質・能力） 

 ○形の感じ、色の感じ、それらの組合せによる感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、自分 

たちの作品の造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、感じ取った 

り考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。（鑑賞に関する資質・能力） 

 

（３）学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標 

 ○進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色など 

に関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。 
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６．題材の評価規準 ～ ３つの観点から育てたい力を考える ～             

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 光を通す材料を組み合わせな

がら、思い付いた生き物を表すと

きの感覚や行為を通して、形の感

じ、色の感じ、それらの組合せに

よる感じなどが分かっている。 

 

 

技 ペットボトルなどの透明な材

料、化学接着剤を適切に扱うとと

もに、はさみやペンなどについて

の経験を生かし、手や体全体を十

分に働かせ、表したいことに合わ

せて工夫して表している。 

発 形の感じ、色の感じ、それ

らの組合せによる感じなどを基

に、自分のイメージをもちなが

ら、透明な材料を組み合わせて感

じたこと、想像したことから、表

したいことを見つけ、形や色、材

料などを生かしながら、どのよう

に表すかについて考えている。 

 

 

鑑 形の感じ、色の感じ、それ

らの組合せによる感じなどを基

に、自分のイメージをもちなが

ら、自分たちの作品の造形的なよ

さや面白さ、表したいこと、いろ

いろな表し方などについて、感じ

取ったり考えたりし、自分の見方

や感じ方を広げている。 

 

主 つくりだす喜びを味わ 

い、進んで形や色などに関わ 

り表現したり鑑賞したりする 

学習活動に取り組もうとして 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指導案 4 

 

７．「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 
（１）手立ての視点 

・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、主題・材料・技法と関われることができるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、作品をつくったりみたりできるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を身につけ、生活に活かせるようにするために・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用具 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる  

○自分の思いにあった ○慣れる ○安心と安全  

技法 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる  

○自分の思いにあった ○慣れる ○新たな発想につながる   

 

本
題
材
で
は
・
・
・（
授
業
の
構
想
） 

材料 

○出会わせ方 ○量や種類 ○色や形、感触などの多様性  

○集め方   ○自分の思いにあった ○試せる 

○新たな発見 
 

主題（活動を通して表したい思い） 

○大切にしたい思い 

（・題材から ・生活から ・興味や関心から ・学習経験から 

・活動から ・技法から ・材料から） 

○思いと向き合う 

（・イメージ化 ・参考作品 ・ワークシート） 

作品 

○参考作品との出あわせ方（・タイミング ・種類 ・見せ方） 

○自分や友達の作品（・よく見る ・比べる ・見直す） 

○鑑賞の仕方（・何を ・いつ ・どのように） 

場の設定 

○室内・屋外 ○広さ・高さ ○明暗 ○いつもと違う  

○友達の活動が目に入る 

○材料・用具・ヒントコーナー・参考作品の配置   

人とのかかわり 

○グルーピング ○対話・話し合い ○新たな出会い  

○共同制作   ○活動を見合う  ○よさに気づく 

造
形
的
な
見
方
・
考
え
方 

が
働
く
よ
う
に 

 
 

考
え
る 

 

こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業 
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（２）本題材における、造形的な見方・考え方が働くような手立て 

 

・つくる前に試す場を設ける 

  つくる前に、光を通す透明な容器や材料に出会い、一人一人がもつ LED ライトを当てて光の通し 

方や見え方を試す時間と場を設けることで、つくる時のヒントにし、イメージを膨らませて活動でき 

るようにする。また、「透明」と「不透明」の材料を光に透かして見比べ、見え方が変わることを感 

じ取れるようにする。 

 

・材料の収集について 

  事前に透明な材料を集めておき、導入の場面で光を楽しむ時間の中で、「クリスタルアニマル」を 

作ると活動の内容を知った後に、自分の表したいアニマルを作るための材料を集められるように期間 

を空けられるようにする。 

 

・接着や切断の指導 

  つくる前に、基本的な接着や切断などの技能を理解できるように指導し、つくる際に自分が表した 

いものを十分に表せるようにする。 

 

・テーマの統一 

  テーマを「アニマル」で統一させることで、基本的な条件を揃える。（頭がある、手足がある、目 

がある、など）それによって、つくる途中で手足の付け方や作り方などで苦労したり悩んだりした時 

に、共通の課題で協働的に学び合えるようにする。 

 

・子どもたちへの声かけ 

  子どもたちが作りたいものを自由な発想でつくることできるように、共感的な言葉かけをしたり質 

問で考えを引き出したり、この先の活動の見通しをもったりできるような声かけを積極的に行うよう 

にする。 

 

・アニマルの目を作る 

  透明な材料からアニマルを連想できるように、クリアファイルなどで作成した「目」を当てながら 

イメージを膨らませられるようにする。 

 

・明暗の場をつくる 

  つくる途中に、常に「光を取り入れる作品」ということを意識し、どのように光るか試しながら取 

り組めるように、暗い場所を用意し、いつでも自由に試せるようにしておく。 

 

・GIGA 端末の活用 

  試す場とつくる場をMeetで常時繋いでおくことで、つくり途中で悩んでいる子どもやヒントが欲 

しい子どもが見て、自分の活動に繋げられるようにする。 

 

・鑑賞時の作品カード 

  見てほしい場所、向き、光の当たり方を作品カードに書いておくことで、友達がどんな見せ方をし 

たいか感じ取りながら鑑賞できるようにする。 

 

 

８．準備 

[ 教師  ] 光を通す透明な材料（ペットボトル、ストロー、プラスチック容器など） 

       油性ペン、セロハンテープ、色セロハン、両面テープ、化学接着剤、LEDライト 

[ 子ども ] 光を通す透明な材料、セロハンテープ、はさみ、GIGA 端末 

 

 

 

 



指導案 6 

 

９．指導と評価計画（５時間扱い） 

 
 ◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手立て 

◎造形的な見方・考え方が働くような

手立て 

評価規準 と 

評価方法（ ） 

１

次

４

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

◇事前に集めておいた透 

明な容器や材料などの 

材料を並べ、見比べる。 

・卵のパックは丸くなって

いるところがあって面

白いね。 

・やわらかいものとかたい

ものがある。 

 

 

◇LEDライトを使い、透 

明な材料と光を合わせ 

てどのように見えるか 

交流する。 

・ライト上に容器を置くと 

全体がキラキラする。 

・透明な袋も、反射してき 

れいだな。 

 

 

◇自分の作りたいクリス 

タルアニマルをイメー 

ジし、どのような材料を 

集めたらよいか考える。 

・卵のパックを口に見立て 

て、ワニを作りたいな。 

・キリンの首を作るのにど 

んな材料を集めよう。 

・ライオンのたてがみは、 

ふわふわした材料を使 

いたいな。 

・きれいな羽があって、角 

が生えている生き物を 

自分で考えてつくって 

みようかな。 

 

 

 

 

 

○材料の形や手触りに気付けるよう 

に、実際に手でもって確かめられる 

ようにする。 

 

○「透明」であることがポイントであ 

ると気付けるように、不透明な材料 

だとどのような見え方になるか提 

示する。 

 

 

◎一人一人が自分のペースで光を扱 

えるように、一人１つ光源を用意し 

ておく。 

 

○互いの活動が見えるように、小グル 

ープの席を準備する。 

 

 

 

 

○自分が作りたいものを自由に表現 

できるように、すでにある材料だけ 

ではなく、追加で材料を準備するこ 

とを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  透明な材料を組み合

わせて感じたこと、想像し

たことから、表したいこと

を見つけ、形や色、材料な

どを生かしながら、どのよ

うに表すかについて考え

ている。 

（発言） 

 

 

「とうめい」と「光」を合わせてたくさんキラキラを見つけよう。 
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２
次
１
３
５
分
（
本
時
） 

 

 

 

◇透明な容器の切り方・着 

け方・扱い方について確 

認する。 

 

 

 

◇透明な容器や材料と 

LEDライトを使って、 

自分だけのクリスタル 

アニマルをつくる。 

・透明な容器と容器を付け

て、耳にしよう。 

・ライトはどこに置くとい

いかな。 

 

 

 

 

○怪我を防ぐために、ペットボトルの 

切り出し方や切り進め方、切り口の 

安全性に気をつけることや接着の 

仕方など、基本的な技法や安全指導 

を行う。 

 

◎いろいろな透明材料を試せるよう 

に、子どもが個人で用意した材料以 

外に材料コーナーを設置する。 

 

○前時同様、明暗分かれた場所を用意 

し、いつでも自由に試せるようにし 

ておく。 

 

◎子どもたちが作りたいものを自由 

な発想でつくることができるよう 

に、共感的な言葉かけをしたり質問 

で考えを引き出したり、この先の活 

動の見通しをもったりできるよう 

な声かけを積極的に行うようにす 

る。 

 

◎試す場とつくる場を Meetで常時 

繋いでおくことで、つくる中で悩ん 

でいる子どもやヒントが欲しい子 

どもが見て、自分の活動に繋げられ 

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 形や色、材料などを生

かしながら、どのように表

すかについて考えている。

（活動） 

 

技 ペットボトルなどの

透明な材料、化学接着剤を

適切に扱うとともに、はさ

みやペンなどについての

経験を生かし、手や体全体

を十分に働かせ、表したい

ことに合わせて工夫して

表している。（活動） 

 

知 光を通す材料を組み

合わせながら、思い付いた

生き物を表すときの感覚

や行為を通して、形の感

じ、色の感じ、それらの組

合せによる感じなどを理

解している。 

（活動・発言） 

３

次

４

５

分 

 

 

 

 

◇自分の作品を見てほし

い所に置き、鑑賞会をす

る。 

・明るい所よりも、暗い所

で見てほしいです。 

・この向きから見ると、一

番光が当たって綺麗に

見えるから、ここから見

てね。 

・透明な容器によって光の

反射の仕方が変わるか

ら、面白いね。 

 

 

 

 

 

◎クリスタルアニマルを教室の自分

が見てほしい場所、向き、光の当て

方を決め、鑑賞し合えるようにす

る。 

 

○全体交流の場では、テレビに映して

見られるように、予め完成形を

GIGA端末で撮影しておく。 

 

 

 

 

鑑 自分たちの作品の造

形的なよさや面白さ、表し

たいこと、いろいろな表し

方などについて、感じ取っ

たり考えたりし、自分の見

方・考え方を広げている。 

（GIGA 端末・発言） 

※主体的に学習に取り組む態度は、子ども自ら「知識及び技能」を獲得したり、「思考力判断力、表現

力等」を身に付けたりするために、粘り強く取り組んだり学習を調整したりしている姿を活動全体を

通して評価する。 

光りかがやくクリスタルアニマルを作ろう！ 

クリスタル動物園にたんけんしに行こう！ 
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１０．本時の活動（３／５時間 ４５分） 

（Ⅰ）本時の目標 

 ○ペットボトルなどの透明な材料、化学接着剤を適切に扱うとともに、はさみやペンなどについての

経験を生かし、手や体全体を十分に働かせ、表したいことに合わせて工夫して表す。（技能） 

 ○透明な材料を組み合わせて感じたこと、想像したことから、表したいことを見つけ、形や色、材料

などを生かしながら、どのように表すかについて考える。（発想や構想に関する資質・能力） 

 

（Ⅱ）本時の展開 

◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手立て 

◎造形的な見方・考え方が働くような

手立て 

評価規準  と評価方法

（ ） 

 

 

 

 

◇前時までの活動を思い出し、 

本時の活動の見通しをもつ。 

・今日は耳まで完成させたい。 

・足をつけるのに苦労したから、 

みんなはどうやったか聞きた 

いな。 

・一度ライトで光らせて見た目 

を確認してから作り始めよ 

う。 

 

 

◇透明な容器や材料と LED ラ 

イトを使って、自分だけのク 

リスタルアニマルをつくる。 

・透明な容器と容器を付けて、

耳にしよう。 

・ライトはどこに置こう。 

・LEDライトに当たって、色セ 

ロハンが光ってきれいだね。 

・LED ライトを横に置くとこう 

見えるんだね。 

・友達のよいところを自分の作 

品にも生かしてみたいな。 

 

 

◇片づけをする。 

 

 

 

 

 

 

〇怪我を防ぐために、前時までに確認 

している用具の安全な使い方につ 

いて、再度指導してから取り組める 

ようにする。 

 

 

◎いろいろな透明材料を試せるよう 

に、子どもが個人で用意した材料以 

外に材料コーナーを設置する。 

 

 

○前時同様、明暗分かれた場所を用意 

し、いつでも自由に試せるようにし 

ておく。 

 

 

◎試す場とつくる場を Meetで常時 

繋いでおくことで、つくる中で悩ん 

でいる子どもやヒントが欲しい子 

どもが見て、自分の活動に繋げられ 

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技 ペットボトルなどの

透明な材料、化学接着剤を

適切に扱うとともに、はさ

みやペンなどについての

経験を生かし、手や体全体

を十分に働かせ、表したい

ことに合わせて工夫して

表している。 

（活動） 

 

 

発 形や色、材料などを生

かしながら、どのように表

すかについて考えている。

（活動） 

 

 

 

光りかがやくクリスタルアニマルを作ろう！ 

 


